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蛋白研受入担当教員名 鈴木 守 
甘味受容体相互作用モデルより受容体と相互作用すると考えられるソーマチンのアミノ

酸残基について部位特異的変異体を作製し、呈味性を判定した。またこれら変異体につい

て X 線結晶構造解析を行い、分解能が 1.01～ 1.10Å前後のデータ取得を行った。その結果

ソーマチンと甘味受容体の相互作用は、低分子甘味物質との相互作用様式とは異なり、受

容体にくさびを打ち込むことで間接的に受容体を活性化状態にするウェッジモデル（wedge model）
で相互作用することが示唆された（雑誌論文１）。  

甘味タンパク質ソーマチンの甘味発現機構ならびに苦味抑制効果について構造生物学的

知見を得るため、放射光施設にて高分解能データ取得を行った。Wild-type については 0.90

Å、甘味が増強した変異体  (D21N) については 0.93Åのデータ取得に成功した  (投稿中）。

X 線自由電子レーザー施設（SACLA）において連続フェムト秒構造解析を行った。「新し

い結晶輸送媒体であるセルロースを発見」、「プロテイナーゼ Kの室温かつ原子分解能での解析」に

成功し、「体内に近い環境での酵素反応機構解明から新薬や機能性分子創生に期待」としてプレスリ

リースを行った（雑誌論文 4）。また水銀を用いた位相決定法 (雑誌論文３ )、海外との共同研究で

プロトンチャネルの常温状態での水分子とのネットワーク構造（雑誌論文 2）を報告した。 
放射光での室温解析では、Humid Air and Glue coating（HAG）法により、外接湿度をコントロ

ールし、低温対応の調湿装置を用いることにより様々な常温温度域での実験を行い、原子分解能デ

ータの取得にも成功した。大型放射光施設で得られたデータ解析については、鈴木准教授とともに、

オンサイトでの自動解析手法の検討を行い、有用性を確認した。 
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